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【協力指導・習熟度別少人数指導】 

第４学年２組 算数科学習指導案 

児 童 男子１１名 女子１４名 計２５名 

場 所 ４年２組教室・３階学習室 

指導者 Ｔ１ チャレンジコース ＊＊＊＊ 

Ｔ２ ヒントコース   ＊＊＊＊ 

 

１ 単元名 面積のはかり方と表し方「広さを調べよう」（東京書籍「新しい算数４」下 Ｐ１２～２９） 

 

２ 単元について 

（１）児童の実態  

 

 

～省略～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）単元のあらまし 

本単元で扱う面積のはかり方と表し方は，学習指導要領第４学年「Ｂ量と測量」（１）「面積につ

いて単位と測定の意味を理解し，面積を計算によって求めることができるようにする。」「Ｄ数量関

係」（２）数量の関係を表す式について理解し，式を用いることができるようにする。」に基づいて

設定されている。第１学年では面積の意味や直接比較，任意単位による測定を行い，面積を比較す

る活動を通して，面積についての基礎的な学習をしてきた。第４学年ではこの経験をもとに，面積

についての単位と測定の意味を理解し，長方形，正方形の面積の求め方について考え，公式をつく

り出し，それらを用いて面積を求めることができるようにすることをねらいとしている。長方形や

正方形の場合には，単位となる正方形が規則正しく並ぶので，縦や横の長さを１㎝を単位として測

定しておけば，その数値は縦，横に並ぶ１㎠の正方形の個数を表すことになる。この関係から「長

方形の面積＝たて×横」という公式を導く。この公式を基にして複合図形や大きな単位の面積の求

め方を考える。身の周りにあるものの面積を実際に予想したり，測定したりすることで，面積の量

感を養うことにつながる。 

（３）指導に当たって 

本単元の指導に当たって，第１小単元では面積の意味と，その単位「平方センチメートル（㎠）」
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を理解することをねらいとしている。広さを比べるという生活場面を設定し，広さの比較に興味・

関心をもたせたい。広さを数値化する必要性を実感させるために，４つのものの広さを比べる活動

として数値化の考えを導き出し，「面積」や「平方センチメートル」を指導する。第２小単元では長

方形や正方形の求積公式を導くことがねらいである。基準量を１辺が１㎝の正方形とし，それが何

個分かという考えで面積を求める。正方形を数える活動を取り入れることにより，公式をつくり出

す過程を大切にしたい。次に，長方形や正方形の面積の求め方を基に複合図形の求積方法について

も考えさせ，図形を合成・分解しながらさまざまな方法で面積を求める力を付けさせる。複合図形

の求積の学習においては，児童のつまずきが予想されるため，指導時数を１時間増やし，定着を図

りたい。第３小単元では面積を表す対象によって適切な単位を用いることができるようにしたい。

「㎠」と同じように大きな面積においても求積公式が使えることを理解させる。また，「１平方メー

トル(１㎡)」や「１アール(１ａ)」，「１ヘクタール(１㏊)」，「１平方キロメートル（1 ㎢）」の面積

の相互関係について考えさせる。必要に応じて適切な面積の単位を用いる活動を取り入れることに

より，日常生活においても面積の学習が有用であることを実感させたい。 

本単元では，根拠を明らかにして求積したり，面積の単位の相互関係を説明したりする言語活動

を取り入れることで，学習内容の理解を深めたい。 

   振り返りでは，学習して学んだことを適用問題で活用したり、「どんな方法で解決できたか」「友

達の考えのよさについて気付いたこと」「これから使ってみたい考え」を観点にして自己評価を行

ったりすることで，児童一人一人が充実感を味わいながら基礎・基本の学習内容を確実に身に付け

られるようにする。 

 指導形態は，第１小単元と第３小単元は面積の意味と大きな面積の定義付けの時間と考えてＴＴ

形態での一斉指導を行う。第２小単元では習熟度別形態をとり，【チャレンジコース】と【ヒント

コース】に分かれて学習を進めていく。 

【チャレンジコース】 

自力解決の時間を十分取り，自力解決後に全体で練り合う中で，面積の求め方について考えて

いく。 

【ヒントコース】 

教師と共に解決の手順を学び，１つ１つを確実に定着させ，自分の力で解けるように学習活動

を展開していく。 

上位児童の考える力と技能を伸ばし，学び合いのなかで言語活動の充実を図るとともに，支援

が必要な児童の基礎的学力を着実に伸ばしていきたい。 

 

３ 単元の目標 

面積について単位と測定の意味を理解し，面積を計算によって求めることができるようにすると

ともに，面積についての量感を豊かにする。 

 

４ 単元の指導計画（指導時数 １２時間） 

 時数 形態 学習内容 中心となる言語活動 評価規準（評価方法） 

広

さ

の

表

し

方 

１ ＴＴ 

・面積の比べ方をいろ

いろな方法で考え，

面積を比べる。 

・陣取りゲームで得られた

図形の面積の比べ方を説

明する。 

関）既習の量の場合を基に， 

いろいろな方法で面積 

の比べ方を考えようと 

している。 

（ノート・発言） 

 

２ ＴＴ 

・面積の単位㎠を知り， 

面積の意味について

理解する。 

・陣取りゲームで得られた

図形の面積の表し方を説

明する。 

知）面積の意味や面積の単 

位㎠を理解している。 

（適用問題） 
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長

方

形

と

正

方

形

の

面

積 

３ 習熟度 

・長方形，正方形の面

積を計算で求める方

法を理解し，面積を

求める公式を作る。 

・長方形，正方形の面積の

求め方を説明する。  

技）面積の公式を用いて長 

方形，正方形の面積を 

求めることができる。 

（適用問題） 

 

 

４ 習熟度 

・公式を用いて，長方

形や正方形の面積や

辺の長さを求める。 

・公式を用いて長方形，正

方形の面積や辺の長さの

求め方を説明する。 

技）面積の公式を用いて， 

長方形，正方形の面積 

や辺の長さを求めるこ 

とができる。 

（適用問題） 

 

 

５ 

 

本 

時 

習熟度 

・既習を活用し，長方

形を組み合わせた図

形の面積の求め方を

考え，説明する。 

・長方形や正方形を組み合

わせた図形の面積の求め

方を既習の図形の面積を

根拠に説明する。 

考）求積方法が既習である 

長方形や正方形に分割 

するなどして考え，図 

や式などを用いて説明 

している。 

（適用問題） 

 

 

６ 習熟度 

・既習を活用し，長方

形や正方形を組み合

わせた図形の面積を

求める。 

・長方形や正方形を組み合

わせた図形の面積の求め

方を説明する。 

技）既習の図形を組み合わ 

せた図形の面積を求め 

ることができる。 

（適用問題） 

 

 

大

き

な

単

位

の

面

積 

７ ＴＴ 

・面積の単位㎡を知り，

辺の長さがｍの場合

も，長方形や正方形

の面積の公式が適用

できることを理解す

る。 

・教室や理科室などの大き

い面積の求め方を既習の

面積の求め方を根拠に説

明する。 

知）辺の長さがⅿで表され 

た長方形や正方形の面 

積が，１㎡いくつ分で 

求められることを理解 

している。 

（適用問題） 

 

 

８ ＴＴ 

・面積の単位㎡と㎠の

関係を理解する。 

・㎡や㎠を用いてできる面

積の単位の相互関係を説

明する。 

知）面積の単位㎡と㎠の関 

係を理解している。 

（適用問題） 

 

９ ＴＴ 

・面積の単位ａ，㏊を

知る。 

 

・ａや㏊を用いてできる面

積の単位の相互関係を説

明する。 

知）面積の単位ａ，㏊の関 

係を理解している。 

（適用問題） 

 

１０ ＴＴ 

・面積の単位㎢を知り

相互関係を理解す

る。 

・ａや㏊，㎢を用いてでき

る面積の単位の相互関係

を説明する。 

知）面積の単位ａ，㏊，㎢ 

とその相互関係を理解 

している｡ 

（適用問題） 
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下のような形の面積を求めましょう。 

ま

と

め 

１１ ＴＴ 

・「力をつける問題」に

取り組む。 

・解答の根拠を説明する。 技） 学習内容を適用して， 

問題を解決すること 

ができる。 

（適用問題） 

１２ ＴＴ 

・「しあげ」，「おもしろ 

チャレンジ問題」に

取り組む。 

・解答の根拠を説明する。 知） 基本的な学習内容を身 

に付けている。 

  （適用問題） 

 

 

５ 本時の指導 

（１）目標 

複合図形の面積の求め方を考え，説明することができる。 

（２）仮説１ 児童の思いや考えを表出させる活動の工夫について 

      【数学的な表現を活用した言語活動】 

本時で身に付けさせたい力は，既習の長方形や正方形の面積を求める学習を活用して，複合

図形の面積の求め方を考える力である。その力を身に付けるための言語活動として，図と式を

結び付け，図形をどのように分けて面積を求めるのかを説明する活動を取り入れる。 

【学びの実感を伴う振り返り】 

複合図形をどのように見て面積を求めればよいのか，複合図形の面積を求める際に使ってみ

たい友達の考えのよさについて，気付いたことを自分の言葉でまとめるようにする。そして全

体で共有し，学びの実感を感じ取らせたい。 

（３）仮説２ 個に応じた協力指導の工夫について 

本時はレディネステストを基に学級を２グループに分けた少人数指導で学習を進める。習熟度別

少人数指導の形態をとり，【チャレンジコース】と【ヒントコース】に分かれて，グループの実態

に合わせた学習活動を組み，学習内容の定着を図る。 

【チャレンジコース】Ｔ１・自力解決の時間を十分取り，自分の言葉で説明しながら課題を解さ

せるようにする。 

【ヒントコース】  Ｔ２・教師と共に面積の求め方を考えて確認した後に自力で取り組ませ，

一人一人に応じたきめ細かい指導をする。 

 

（４）展開 

【チャレンジコース】   

段

階 
学習活動 言語活動 ・支援 ◎評価 

 

 

数

学

的

な

表

現

を 

 

 

 

 

１ 前時を振り返る。 

・長方形や正方形の面積の求め方を確かめる。 

 

２ 問題を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・公式を説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前時までの学習を

振り返るために，

教室横の算数掲示

板を活用する。 
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のような形の面積の求め方を考

え，説明しよう。 

 

用

い

た

見

通

し 

5

分 

 

 

・前時との違いに気付く。 

 

 

 

３ 課題を把握する。 

 

 

 

 

 

４ 見通しをもつ。 

・長方形や正方形に分けて考える。 

・大きな長方形と見立てて，実際にはない部分

の長方形を引いて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これまでの既習から

使える解決方法を説

明する。 

・図形の違いから，

これまでの公式を

使って，一回では

求められないこと

に気付かせる。 

 

 

 

 

 

・見通しで出た考え

方を整理し，板書

に位置付け解決の

手順を示す。 

数

学

的

な

表

現

を

活

用

し

た 

自

力

解

決 

5

分 

５ 自力で解決する。 

・図形の分け方，式，答え，説明を書きこむ。 

 

・見通しをもとに，面

積の求め方を考え，

図形に書き込んだ

り，言葉で説明を書

き表したりする。 

・ワークシートの形

式を工夫し，自力

解決の順序や書き

表し方を示してお

く。 

自

ら

の

考

え

や

集

団

の

考

え 

の

発

展

17

分 

６ 学び合う。 

（１） 自分の考えを説明する。 

①縦に分割し，２つの長方形に分ける考え 

Ａ      Ｆ 

        Ｅ 

             Ｄ 

 

 Ｂ           Ｃ 

    

左右の２つの長方形に分ける。 

    それぞれの面積を求めてから，合わせる

と面積が求められる。 

    式 ４×３＋２×３ 

＝１２＋６ 

＝１８ 

答え １８㎠ 

 

・自分の考えを，図や

式と結び付けなが

ら，根拠をもとに説

明する。 

 

「線を引いて２つの

長方形・正方形に

分ける。」 

「分けた長方形・正

方形の面積を合わ

せる。」 

「大きな長方形か

ら，小さな長方形

を引く。」 

 

 

・場合によっては，

教科書の例示を活

用し，面積の求め

方を考えさせ，一

般化につなげる。 
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自

ら

の

考

え

や

集

団

の

考

え 

の

発

展

17

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②横に分割し，２つの長方形に分ける考え 

 Ａ      Ｆ  

        Ｅ       

            Ｄ 

 Ｂ          Ｃ 

       

    上下の２つの長方形に分ける。 

    それぞれの面積を求めてから，合わせる

と面積が求められる。 

    式 ２×３＋２×６ 

＝６＋１２ 

＝１８ 

答え １８㎠ 

③大きな長方形と見て，いらない部分をひ

く考え 

 Ａ           

        Ｅ    Ｄ 

 

 

 Ｂ           Ｃ 

 

大きな長方形といらない長方形に分け

る。それぞれの面積を求めてから，引く

と面積が求められる。 

    式 ４×６―２×３ 

＝２４－６ 

     ＝１８ 

答え １８㎠ 

 

 

（２） 多様な解決方法ついて考え，図と式を合

わせ，説明する。 

①移動して 1 つの長方形にする考え 

 

 

Ａ      Ｆ 

        Ｅ 

             Ｄ 

 

 Ｂ           Ｃ 

 

    式（２＋４）×３ 

＝６×３ 

＝１８ 

           答え １８㎠ 

 

 

・説明を全体で共有す

るために，友達の考

えを自分の言葉で説

明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・移動して１つの長

方形にしたり，倍

積変形したりする

考えが子どもから

でない際には，多

様な解決方法を教

師から提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ 
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自

ら

の

考

え

や

集

団

の

考

え 

の

発

展

17

分 

 

 

 

２つの長方形に分ける。 

    右側の小さな長方形を左側の大きな長

方形にくっつけて，1 つの長方形にする

と面積が求められる。 

 

  ②倍積変形をして，１つの正方形にする考え 

 

 

 

 

 

式 ６×６＝３６ 

    ３６÷２＝１８ 

           答え １８㎠ 

同じ図形を２つ組み合わせて１つの正

方形にする。求めたい面積は半分なの

で，２でわる。 

 

（３） 出された解決方法から共通点を話し合

う。 

   ・共通している解決方法を話し合う。 

 

（４） 教科書Ｐ２９④の図形の分け方を考え，

ペアや全体で交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解決方法を比べ，共

通点について気付い

たことを話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・板書を振り返りな

がら，共通点を考

えさせる。 

ま

と

め 

３ 

分 

７ まとめる。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

ふ

り

か

え

り 

15

分 

 

８ 適用問題を解く。 

（１） 本時の学びを活かして，教科書Ｐ２１⑥

を解く。 

 

（２） チャレンジ問題に取り組む。 

 

（３）  全体で交流する。 

 

 

 

（４） 複数の図形の分け方を考える。 

 

９ 学習を振り返る。 

  ≪観点≫ 

・今日の学習で分かったこと。 

・今日学習した考え方で，これから使ってみ

たい方法。 

 

 

 

 

 

 

・自分の考えを，図や

式と結び付けなが

ら，根拠をもとに説

明する。 

 

 

◎求積方法が既

習である長方

形や正方形に

分割するなど

して考え，図や

式などを用い

て説明してい

る。 

(適用問題) 

 長方形や正方形をもとにして考えれば求

めることができる。 
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下のような形の面積を求めましょう。 

 

     

のような形の面積の求め方を考

え，説明しよう。 

【ヒントコース】 

段

階 
学習活動 言語活動 ・支援 ◎評価 

数

学

的

な

表

現

を

用

い

た

見

通

し 

５

分 

 

 

 

１ 前時を振り返る。 

・長方形や正方形の面積の求め方を確かめる。 

 

２ 問題を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

・前時との違いに気付く。 

 

 

 

３ 課題を把握する。 

 

 

 

 

 

４ 見通しをもつ。 

・長方形や正方形に分けて考える。 

・大きな長方形と見立てて，実際にはない部分

の長方形を引いて考える。 

 

 

 

・公式を説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これまでの既習から

使える解決方法を説

明する。 

 

・前時までの学習を

振り返るために，

算数掲示版を活用

する。 

 

 

 

 

 

 

・図形の違いから，

これまでの公式を

使って一回では求

められないことに

気付かせる。 

 

 

 

 

 

・見通しで出た考え

方を整理し，板書

に位置付け解決の

手順を示す。 

数

学

的

な

表

現

を

活

用

し

た 

自

力

解

決 

10 

分 

５ 自力で解決する。 

（１） 教師と共に「たくみさん」の面積の求め

方を考え，式に表す。 

     

上下の２つの長方形に分ける。 

    それぞれの面積を求めてから，合わせる

と面積が求められる。 

    式 ２×３＋２×６ 

     ＝６＋１２ 

＝１８       答え １８㎠ 

 

（２） 「たくみさん」以外の面積の求め方を自

分の力で考え，式に表す。 

 

          

 

・見通しをもとに，教

師と共に，面積の求

め方を考え，説明し

ながら，図形に書き

表す。 

 

 

 

 

 

・面積の求め方を考え，

図形に書き表す。 

 

・教師と共に一例を

解決することによ

り，自分の力で解

決することへのス

テップとする。 

 

・１つずつ解決させ

る段階を踏む。 

 

 

・ワークシートの形

式を工夫し，自力

解決の順序や書き

表し方を示してお

く。 
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自

ら

の

考

え

や

集

団

の

考

え 

の

発

展

10

分 

６ 学び合う。 

（１） 自分の考えを説明する。 

①縦に分割し，２つの長方形に分ける考え 

Ａ     Ｆ 

        Ｅ 

             Ｄ 

 

 Ｂ           Ｃ 

    左右の２つの長方形に分ける。 

    それぞれの面積を求めてから，合わせる

と面積が求められる。 

    式 ４×３＋２×３ 

     ＝１２＋６ 

＝１８       答え１８㎠ 

②大きな長方形と見て，いらない部分をひ

く考え  

 Ａ           

        Ｅ     

 

 

 Ｂ            

    大きな長方形といらない長方形に分け

る。 

    それぞれの面積を求めてから，引くと 

    面積が求められる。 

    式 ４×６―２×３ 

     ＝２４－６ 

＝１８       答え１８㎠ 

③移動して１つの長方形にする考え 

 

 

Ａ      Ｆ 

        Ｅ 

             Ｄ 

 

 Ｂ           Ｃ 

    式 （２＋４）×３ 

     ＝６×３ 

＝１８       答え１８㎠ 

（２） 正方形の場合についても考える。 

 

（３） 出された解決方法から共通点を話し合

う。 

・共通している解決方法を話し合う。 

 

（４） 教科書Ｐ２９④の図形の分け方を考え，

グループや全体で交流する。 

 

・自分の考えを，図や

式と結び付けなが

ら，根拠をもとに説

明する。 

 「線を引いて２つの

長方形・正方形に

分ける。」 

 「分けた長方形・正

方形の面積を合わ

せる。」 

 「大きな長方形から，

小さな長方形を引

く。」 

 

・説明を全体で共有す

るために，場合に応

じて友達の考えを説

明する。 

 

 

・それぞれの考え方の

特徴を見付け名前を

付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解決方法を比べ，共

通点について気付い

たことを話し合う。 

 

・場合によっては，

教科書の例示を活

用し，面積の求め

方を考えさせ，一

般化につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・板書を振り返りな

がら，共通点を考

えさせる。 

Ｄ

  

 Ｃ

        

Ｆ 
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ま

と

め 

5 

分 

７ まとめる。 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

ふ

り

か

え

り 

15

分 

 

８ 適用問題を解く。 

（１） 本時の学びを活かして，教科書Ｐ２１⑥

を変形した問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 全体で交流する。 

 

（３） （１）で活用した図形をもとの形に戻し

教科書Ｐ２１⑥の問題を解く。 

 

（４） 全体で交流する。 

 

９ 学習を振り返る。 

  ≪観点≫ 

・今日の学習で分かったこと。 

・今日学習した考え方で，これから使ってみ

たい方法。 

 

・自分の考えを，図や

式と結び付けなが

ら，根拠をもとに説

明する。 

 

・解決方法を比べ，共

通点について気付い

たことを話し合う。 

 

 

 

◎求積方法が既

習である長方

形や正方形に

分割するなど

して考え，図

や式などを用

いて説明して

いる。 

(適用問題) 
 

 

（５）評価規準 

観点 Ｂ おおむね満足 Ｂに至らせるための手立て 

数
学
的
な
考
え
方 

求積方法が既習である長方形や正方形に分割す

るなどして考え，図や式などを用いて説明してい

る。 

 

【チャレンジコース】 

公式を活用できる方法を考えさせ，求めなけ

ればならない長方形の縦と横の辺の長さを確

認し，公式と結び付けて説明させる。 

【ヒントコース】 

 教師と共に考え方を確認したり，教科書の例

を示したりして，式の意味を考えながら説明さ

せる。 

 

長方形や正方形をもとにして考えれば求め

ることができる。 


